
餌
曲
目
（
与
岳
ｏ
｝
〕
号
局
名
①
凶
①
斤
旨
弓
胃
国
豆
①
旨
旨
閂
①
島
尻
愚
ご
唇
⑦
胃
口

に
《
国
の
冨
且
旨
侭
日
舜
胃
雷
呂
葛
画
膀
の
号
匙
の
旨
・
》
を
書
い
て
い

る
（
東
京
医
事
新
誌
九
七
九
、
九
九
八
、
一
○
○
一
号
「
熱
水
浴
療
論
」
）
。

日
本
人
は
四
三
’
四
五
度
の
熱
水
浴
を
す
る
と
し
て
そ
の
生
理
作
用

を
述
べ
て
い
る
が
、
熱
浴
に
よ
る
頭
部
の
熱
感
、
圧
重
等
の
苦
痛
お

よ
び
心
衰
弱
を
予
防
す
る
た
め
の
「
か
む
り
湯
」
を
賞
揚
し
て
い

る
。
適
応
症
に
寒
冒
、
リ
ウ
マ
チ
ス
、
痛
風
、
梅
毒
、
慢
性
皮
層
炎

等
を
挙
げ
て
い
る
。

一
八
九
七
年
（
明
治
鋤
）
国
の
１
．
固
冒
．
弓
‐
の
。
言
．
に
《
《
Ｎ
目
伊
の
胃
の

ぐ
○
回
号
『
Ｆ
ｇ
３
目
．
岳
再
９
呼
冨
且
冨
冒
哩
》
を
載
せ
、
草
津
温
泉
で

の
獺
治
療
例
を
報
告
し
て
い
る
が
、
獺
に
つ
い
て
は
胃
胃
冒
呂

骨
冒
．
旨
固
の
局
昌
昌
①
段
。
旨
の
ｇ
ｇ
に
最
良
の
療
法
は
大
楓
子
油
を
内

服
し
、
局
処
に
サ
リ
チ
ル
酸
軟
膏
を
用
い
、
蛇
ｌ
妬
度
の
草
津
の
湯

に
一
日
に
四
’
五
回
入
る
こ
と
で
、
こ
れ
に
よ
り
神
経
の
肥
厚
だ
け

は
残
る
が
そ
の
他
の
症
状
は
消
失
す
る
と
言
っ
て
い
る
。

な
お
同
内
科
害
に
載
る
温
泉
治
療
を
試
む
べ
き
疾
患
と
し
て
右
に

挙
げ
た
も
の
の
ほ
か
に
糖
尿
病
、
急
性
に
よ
る
慢
性
胃
カ
タ
ル
、
円

形
胃
潰
瘍
、
神
経
性
胃
疾
患
、
常
習
便
秘
、
急
性
腹
膜
炎
、
結
核
性

腹
膜
炎
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

明
治
八
年
七
月
、
ス
ロ
イ
ス
の
後
任
と
し
て
金
沢
医
学
所
に
着
任

し
た
お
雇
蘭
医
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
が
行
っ
た
外
科
診
療
は
、
藤
本
純
吉

筆
記
に
よ
る
「
外
科
患
者
治
験
録
」
（
金
沢
市
立
図
書
館
藤
本
文
庫
）
に

よ
っ
て
、
そ
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
治
験
録
（
カ
ッ
コ
内
は
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
の
明
記
さ
れ
た
症
例
数
）

に
は
、
膿
瘍
十
例
（
五
例
）
、
瘻
孔
六
例
（
二
例
）
、
腫
瘍
、
腫
瘤
五
例

（
四
例
）
、
外
傷
（
打
撲
、
骨
折
な
ど
）
六
例
（
四
例
）
、
関
節
炎
五
例

（
二
例
）
、
そ
の
他
（
壊
疽
、
動
脈
瘤
、
兎
唇
）
の
三
十
五
症
例
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。

①
消
毒
に
は
石
炭
酸
液
二
’
四
％
、
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ
を
使
用

②
麻
酔
使
用
例
（
肢
指
切
断
、
腫
瘍
・
腫
瘤
馴
除
な
ど
）
で
は

ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
を
使
用

⑥
膿
瘍
、
瘻
孔
な
ど
の
治
療
は
切
開
排
膿
す
る
。
症
例
に
よ
り

金
沢
に
お
け
る
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
の

外
科
診
療

一I－

守

畑

盲

朔
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瘻
孔
な
ど
に
は
石
炭
酸
液
や
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ
を
注
入
す
る
。
ま
た
、

膿
瘍
に
対
し
て
は
、
切
開
や
ト
ロ
カ
ー
ル
（
套
管
針
）
で
穿
刺
し
た

後
、
撒
糸
を
挿
入
し
た
り
、
デ
ラ
ネ
ー
ル
管
（
ド
レ
ナ
ー
ジ
管
）
に
よ

っ
て
膿
の
排
出
を
促
す
。
ま
た
、
陳
旧
性
の
肉
芽
組
織
を
清
浄
に
す

る
た
め
、
各
種
の
収
赦
剤
や
消
毒
剤
を
注
入
し
た
り
貼
付
す
る
。

間
腫
瘤
の
刷
除
、
肢
指
の
切
断
に
は
止
血
補
助
の
た
め
エ
ス
マ

ル
ヒ
帯
を
用
い
る
。

⑤
関
節
強
直
の
緩
解
や
術
後
の
鎮
痛
は
モ
ル
ヒ
ネ
皮
下
注
射
を

施
行
。⑥

四
肢
の
外
傷
や
四
肢
を
治
療
上
固
定
す
る
た
め
に
ギ
ブ
ス
純

帯
（
有
窓
ギ
ブ
ス
症
例
も
あ
る
）
を
行
う
。

⑦
貼
布
す
る
盲
剤
や
組
織
収
赦
剤
（
症
状
の
軽
重
度
に
よ
り
濃
度

を
変
え
て
用
い
る
）
に
は
、
つ
ぎ
の
も
の
が
あ
る
。
水
銀
膏
、
赤
降
耒

青
、
加
密
列
浸
、
ゞ
ヘ
ネ
チ
ア
テ
レ
ビ
ン
油
・
オ
レ
ー
フ
油
、
タ
ン
ニ

ン
・
オ
レ
ー
フ
油
、
ア
ル
コ
ー
ル
・
テ
レ
ビ
ン
油
、
酷
水
、
硝
酸
銀

治
験
録
に
よ
れ
ば
、
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
が
自
ら
執
刀
し
た
症
例
は
少

な
い
よ
う
で
、
当
時
の
医
学
館
時
代
の
若
い
医
師
を
指
導
し
、
外
科

診
療
を
行
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。
た
と
え

ば
、
右
足
部
の
壊
疽
の
手
術
で
は
「
・
…
・
・
其
術
者
馬
嶋
健
吉
之
ヲ
司

リ
「
ホ
ロ
ー
ル
ホ
ル
ミ
サ
シ
ー
」
〈
太
田
美
農
里
之
ヲ
司
り
其
他
石

川
孝
恭
藤
井
貞
為
藤
本
純
吉
等
之
力
介
者
タ
リ
・
…
：
」
と
あ
る
。

つ
ぎ
に
ホ
ル
ト
ル
マ
ソ
の
乳
癌
手
術
記
録
を
あ
げ
る
。

右
方
之
乳
癌
、
士
族
坂
井
国
知
妻
、
明
治
九
年
九
月
廿
三
日
入
室

同
日
手
術
ヲ
行
う
其
手
術
ヲ
行
フ
ャ
先
シ
介
者
ヲ
シ
テ
「
ホ
ロ
ロ

ホ
ミ
サ
シ
ー
」
ヲ
ナ
シ
保
氏
「
ス
カ
ル
。
へ
」
ヲ
取
り
図
ノ
如
ク
先
シ

乳
房
上
二
斜
径
一
一
想
像
線
ヲ
立
テ
其
線
ノ
両
端
二
向
テ
両
側
一
一
テ
弓

状
一
一
皮
層
ヲ
切
り
下
方
ヨ
リ
漸
々
上
方
二
向
テ
剥
雑
シ
全
乳
房
ヲ
除

去
ス
后
小
動
脈
ヲ
結
締
ス
ル
「
一
ト
数
箇
創
面
ヲ
清
潔
ニ
シ
両
切
縁
ヲ

接
着
シ
纒
糸
及
結
節
縫
合
ヲ
為
シ
后
撒
糸
及
布
片
ヲ
置
キ
圧
定
繍
帯

ヲ
施
ス
但
シ
結
節
縫
合
十
一
纒
糸
縫
合
六

保
氏
日
往
昔
ハ
乳
癌
手
術
一
一
二
箇
ノ
法
ア
リ
ー
ハ
全
乳
房
ノ
切
除

法
一
〈
局
部
切
除
法
ナ
リ
然
し
ト
モ
執
近
二
至
テ
局
部
切
除
法
ヲ
行

フ
モ
直
チ
’
一
他
部
一
一
併
発
ス
ル
ヲ
検
ス
ル
カ
故
二
此
法
ヲ
廃
棄
シ
テ

只
全
切
除
法
ノ
ミ
ヲ
用
へ
リ
ト
且
乳
腺
〈
皮
層
ト
接
ス
ル
コ
ト
密
ニ

シ
テ
下
位
ノ
筋
即
大
胸
筋
ト
ノ
接
合
緩
粗
ナ
リ
由
テ
乳
房
ヲ
取
握
シ

テ
筋
上
ヲ
滑
動
シ
得
ル
カ
故
二
全
乳
房
ノ
切
除
法
〈
筋
ト
ノ
剥
離
困

難
ナ
ラ
ス

同
日
薬
剤
ヲ
与
ヘ
ス
只
仰
臥
セ
シ
メ
運
動
ヲ
禁
ス
但
シ
患
部
痙
痛
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廿
五
日
紬
帯
及
縫
合
糸
帽
針
ヲ
除
去
シ
絆
創
膏
条
ヲ
数
箇
貼
ス

廿
六
日
絆
創
膏
条
ヲ
除
キ
更
二
其
ノ
中
央
一
二
一
箇
ノ
絆
創
膏
ヲ

貼
シ
且
カ
ル
ポ
ル
シ
ュ
ー
ル
ニ
・
ヘ
ル
セ
ン
ト
ノ
者
ヲ
撒
糸
二
蒸
シ
交

換
ス
ル
コ
ト
毎
十
五
分
時
間
ナ
ル
ゞ
へ
シ

廿
九
日
赤
幾
那
皮
煎
八
号
毎
時
一
匙

へ
子
チ
ア
テ
レ
ビ
ン
油
一
美
ヲ
レ
ー
フ
油
七
美
撒
糸
二
蒸
シ
創

傷
部
二
貼
ス
ル
コ
ト
一
日
三
回
但
カ
ル
ポ
ル
酸
止

十
月
九
日
硝
酸
銀
ヲ
以
テ
創
縁
ヲ
焼
灼
ス
ル
コ
ト
一
日
一
回
但

シ
新
生
皮
膚
組
織
ヲ
触
ザ
ル
様
一
一
能
注
意
ス
。
へ
シ

十
月
○
日
加
密
列
浸
ヲ
撒
糸
一
一
浸
シ
患
部
二
貼
ス
但
シ
ヘ
子
チ

ア
テ
レ
ビ
ン
ヲ
止
ム

十
月
十
八
日
沃
陳
丁
幾
朝
夕
一
回
創
縁
二
塗
布
但
硝
酸
銀

ヲ
止こ

の
症
例
か
ら
み
て
、
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
は
十
九
世
紀
後
半
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
外
科
診
療
の
趨
勢
の
一
端
を
か
な
り
伝
え
た
も
の

と
い
え
よ
う
。
（
金
沢
医
科
大
学
）

劇
シ
キ
ト
キ
ハ
モ
ル
ヒ
子
ノ
皮
下
注
射
ヲ
行
へ
シ
ト

九
日
廿
四
日
重
炭
酸
曹
達
一
美
亜
括
八
号

乳
、
肉
葵
汁
ヲ
与
フ

毎
時
一
匙
牛

我
が
国
で
始
め
て
、
国
の
軍
隊
と
い
え
る
も
の
が
成
立
し
た
の

は
、
陸
軍
で
は
、
明
治
二
年
秋
、
大
阪
で
結
成
さ
れ
た
生
徒
隊
、
東

京
で
は
、
明
治
四
年
二
月
二
十
二
日
、
薩
、
長
、
土
三
藩
士
で
結
成

さ
れ
た
御
親
兵
で
あ
る
。
他
方
、
海
軍
の
成
立
は
、
慶
応
四
年
四
月

二
十
八
日
、
幕
艦
四
隻
を
国
有
に
し
、
海
軍
総
督
大
原
重
徳
の
指
揮

下
に
お
い
た
時
が
最
初
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

記
録
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
軍
隊
で
、
著
し
く
脚
気
が
発
生
し
た

の
は
、
大
阪
で
は
、
明
治
三
年
の
夏
、
東
京
で
は
、
明
治
五
年
の
夏

で
あ
っ
た
。
軍
隊
脚
気
に
関
す
る
当
時
の
対
策
、
治
療
法
に
つ
い
て

は
、
充
分
な
資
料
が
な
く
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
ボ
ー
ド
イ

ン
、
ア
ッ
キ
ン
な
ど
の
著
書
が
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
に
準

じ
て
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
少
し
後
に
な
れ
ば
、

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
、
メ
ー
エ
ル
の
著
書
の
邦
訳
、
石
黒
忠
直
の
著
書
、

脚
気
病
院
報
告
な
ど
の
他
、
石
黒
忠
恵
、
高
木
兼
寛
の
回
想
録
、
講

陸
海
軍
に
於
け
る
初
期
の
脚
気
病
対
策

佐
久
間
温
巳
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